
生涯スポーツ学部は、スポーツや健康に関する理論や実践について探求し、主体的・活動的・健康
的な生き方を実践・支援できる人材を育成し、生涯にわたってスポーツに親しむことができる健康で
豊かな「生涯スポーツ社会」の構築に貢献することを目的に、平成21年度に開設しました。平成26年
4月にはその趣旨を受け継ぎながら、今後の北海道の高齢化や過疎化という地域課題に向き合う人材
の育成を目指して、「スポーツ教育学科」と「健康福祉学科」の2学科制がスタートしました。その
後、令和8年4月に、豊かな人間性と幅広い教養をもち、スポーツ・健康・教育・福祉・地域づくり
に関する専門知識と実践技術を修得し、生涯スポーツ社会の実現に貢献できる人材を養成することを
目的に、既存2学科を統合し、「生涯スポーツ学科」を開設しました。

社会情勢は少子高齢化をはじめとする急速な変化を遂げており、それに対応するため、スポーツ関
連の政策指針も「第3期スポーツ基本計画（文部科学省、令和4年）」や「第3期北海道スポーツ推
進計画（令和5年度）」において改訂されています。こうした背景を受けて、「生涯スポーツ学科」
は、生涯スポーツを「生涯を通じて、各ライフステージにおいて個人の興味・関心・年齢・体力・障
害などに応じたスポーツ活動」と捉え、スポーツに関する高度な専門知識と実践的技術を学びなが
ら、真の生涯スポーツ社会の実現を目指し開設されました。本学科では、「スポーツをする」「スポー
ツを観る」「スポーツを支える」という多角的な視点から、生涯スポーツ社会で活躍できる人間性豊か
な人材を養成します。

生涯スポーツ学科は、学術領域を基盤とした8つの専門分野として、「学校教育」、「アスレティッ
クトレーニング」、「アスリートコーチング」、「スポーツサイエンス」、「スポーツマネジメント」、「健
康ウェルネス」、「社会福祉」、「健康まちづくり」を位置づけました。
具体的な養成人材像は、1）運動やスポーツの楽しさを伝え、生徒の可能性を伸ばすことができる
保健体育科教員、2）スポーツ実施者が抱える心身の問題に対して最善のコンディショニングを提案
できるトレーナー、3）より高いパフォーマンス発揮を実現できるアスリートならびにコーチ、4）
科学的な知識や高度な専門性から競技スポーツや健康スポーツを支えるアナリスト、5）スポーツビ
ジネス界を開拓するマネジメントスタッフ、6）少子高齢社会を活性化できる健康づくり支援者、
7）「誰ひとり取り残さない」共生社会の実現に向け、問題を抱える人に寄り添える社会福祉士、8）
地域活性化を推進していくことのできる地方公務員やNPO職員などです。

生涯スポーツ学部で学ぶみなさんへ
～学部長からのメッセージ～

生涯スポーツ学部
学部長 竹 田 唯 史 TAKEDA Tadashi
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各専門分野に留まるのではなく、他の専門分野の学びを加えながら（学びのクロスオーバー）、よ
り応用力の高い人材を養成します。

各分野の基礎を幅広く学び自分の適性を見極める1年次の勉学を経て、2年次以降は分野ごとに専
門性を深め、人々に生きがいを与えられる専門家を目指します。学部の専門教育では実社会に役立つ
キャリア形成を目指して、実践的な研究や技術の習得に努めることになります。本学部はそのための
教育研究と実践の手段を皆さんに提供します。
平成25年4月に大学院生涯スポーツ学研究科修士課程が、令和3年4月には博士後期課程が開設さ
れ、より専門的教育研究分野への進学も可能となりました。本学部で4年間学んだ後、スポーツおよ
び福祉に関する様々な分野の専門的指導者や研究者として、あらゆる分野で活躍することを期待して
います。

生涯スポーツ学部の3つのポリシー

○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

生涯スポーツ学部（以下、「本学部」という）は生涯スポーツ社会の実現を目指し、スポーツ・
健康・教育・福祉・地域づくり分野の学びを通して、幅広い世代の支援者として、主体的・活動
的・健康的な生き方を実践できる能力を身に付けた以下の学生に、「学士（スポーツ科学）」「学士
（社会福祉学）」の学位を授与する。
⑴ 幅広い教養と豊かな人間性をもとに、実践的コミュニケーション力により、多様な人々との関
係づくりと協働を可能とする総合的な力を備えている。
⑵ スポーツや学校教育、健康・福祉・地域づくり等の分野や社会の中で生まれる事柄に取り組む
ための科学的な知見と客観的な判断力を備えている。
⑶ 培った知識・技術を活用してスポーツや学校教育、健康・福祉・地域づくりの分野や地域社会
の様々な活動に取り組むための実践者としての指導力・組織力を備えている。
⑷ スポーツや学校教育、健康・福祉・地域づくりの分野における専門的職業人としての素養を身
に付け、保健体育科教諭、競技者、コーチ、スポーツトレーナー、アナリスト、健康運動指導
士、社会福祉士、公務員などになるための基礎的な能力を備えている。

○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

本学部の教育課程は、スポーツや健康・福祉・地域づくりの分野における専門的職業人の養成を
目指し、基本的理論の修得と演習・実習等による実践力を育成するカリキュラムとなっている。さ
らに、学生の関心領域の拡大に向け、複数の専門分野にわたる横断的な履修や他学部の関連領域へ
の発展的履修も可能となっている。そのことにより、学生は、自己が描く専門職像に適した幅広い
教養と専門性を備えることができる。
カリキュラムの基本的な構成は次の4群である。
⑴ 幅広い教養と就職に必要な社会人基礎力を養成する科目群（全学共通科目・就業力養成科目）
⑵ 自己の専門的領域を深めるための学際的科目群（発展科目）
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⑶ 自己の専門的志向を確認する基礎的な科目群と基礎学力を養成する科目群（学部基盤科目）
⑷ 自ら選択した専門領域を深める専門的な科目群（学科専門科目）

○アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

本学部は、生涯スポーツ社会の実現を目指してスポーツ・健康・教育・福祉・地域づくりという
視点から、人々の活き活きとした生活をサポートする人材の養成を通して地域社会の発展に貢献す
ることを目的とする。そのためには、スポーツ・健康・教育・福祉・地域づくりの分野において実
践的指導者となるような以下の資質を備えた人たちを求める。
⑴ 高等学校の教育課程を修得し、入学後の修学に必要な基礎学力を有している。
⑵ スポーツ・健康・教育・福祉・地域づくりの専門分野に関心があり、この分野を通して地域社
会へ貢献したいという情熱を持っている。
⑶ 保健体育科教諭、アスレティックトレーナー、健康運動指導士、社会福祉士などの専門的職業
人を目指している。
⑷ 知的好奇心が旺盛で何事にも主体的に行動できる。
⑸ 課題等に対して積極的に取り組もうとする意欲がある。
⑹ 他者との相互理解をはかり人間関係を円滑に保つことができる。
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教育文化学部は、教育学、芸術学、心理学のそれぞれの専門領域の特質を活かしつつ横断統合した
学部として2014（平成26）年4月に誕生しました。本学において展開してきた教員養成、芸術デザイ
ン、対人援助分野における職業人養成機能をさらに充実・発展させ、「学校教育」の分野や様々な
「文化」の分野、心理面での「対人援助」の分野で活躍できる実践的で幅広い視野を持つ人材を養成
することを目的として、「教育学科」「芸術学科」「心理カウンセリング学科」の3学科制でスタートし
ました。皆さんは第13期生となります。
現代社会は急速に変化しており、多様な価値観が共存しています。そのような時代において求めら
れるのは、確かな専門性を兼ね備えつつ、人と人をつなぎ、文化を理解し、心豊かな暮らしを創造で
きる力です。本学部では、未来を担う子どもたちの教育に関わり、地域社会の様々な文化・芸術活動
の発展に貢献し、人間理解と対人援助に力を注ぐ、実践能力を身に付けた人材養成を目指していま
す。
皆さんには、本学で用意されているカリキュラムに沿った学びを通して、幅広い視野と教養を身に
つけ、他者との良好な関係を築くためのコミュニケーション能力を鍛え、豊かな専門分野の学びによ
り多様な視点を身につける中で、曖昧性の高い現代社会においても柔軟に対応でき、自らの力で課題
発見とその解決に向けた実践のできる自立した人間になって頂きたいと考えております。
大学生活の中では、これまでに体験したことのないことに多く遭遇すると思いますが、学業に加

え、さまざまな課外活動などを通して、自らの生き方、社会への関わり方について何かしら手がかり
をつかんで頂けたらと思います。私たち教職員は「よりそう」教育の実践のもと、皆さんの自主性を
尊重しつつ、学びのための支援を惜しみません。困難を感じた際にはひとりで抱え込まず、ぜひ私た
ちに相談して下さい。
皆さんにとって実り多き大学生活となることを願っております。

教育文化学部で学ぶみなさんへ
～学部長からのメッセージ～

教育文化学部
学部長 小 坂 守 孝 KOSAKA Moritaka
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■ 教育学科
保育士をはじめ、幼稚園教諭、小学校教諭、中学校・高等学校の音楽科教諭、特別支援学校教諭、
養護教諭として、地域社会に貢献できる人材を養成します。幅広い教養と知識や高い専門性と総合的
な実践力を身に付けた、教育的愛情にあふれ指導力のある教育分野に携わる職業人を育成します。

■ 芸術学科
芸術5分野（美術、メディアデザイン、インテリア建築、服飾美術、舞台芸術）から幅広い芸術文
化を理解し、確かな専門技術を有した、感性豊かな人材を養成します。複数分野をクロスオーバーさ
せた学びをも可能として、高い芸術性を備えた職業人を育成します。

■ 心理カウンセリング学科
心理学と精神保健福祉学の双方をバランスよく学ぶことを通して、心のスペシャリストかつ対人援
助のジェネラリストを養成します。心理援助職（公認心理師、臨床心理士）、精神保健福祉士、深い
人間理解力と高いコミュニケーション力を持つ職業人を育成します。

教育文化学部の3つのポリシー

○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

教育文化学部（以下、「本学部」という）は、教育学、芸術学、心理学のそれぞれの専門領域の
特質を活かしつつ横断統合した学部です。本学部での多様な学びを通して、幼児教育・学校教育か
ら生涯学習にいたる幅広い世代の学びへの支援の観点を踏まえつつ、社会と関わり、時代のニーズ
に応え得る能力を身に付け、各学科での所定の単位を修得した以下の学生に、「学士（教育学）」「学
士（芸術学）」「学士（心理カウンセリング学）」の学位を授与します。
⑴ 専門的な知識を総合的な実践力へとつなげ、教育現場や関係諸機関・企業、そして広く地域社
会において、教育文化の継承・発展に寄与する専門職業人としての力を備えている。
⑵ 豊かな人間性と柔軟な思考力をもち、高い専門性と実践力を身に付け、幼児や児童・生徒の生
活や学び活動を支援できる能力を備えている。
⑶ 幅広い芸術文化の基礎理解と確かな専門技術を獲得し、多様な職種において芸術性を活かし、
社会貢献できる能力を備えている。
⑷ 心理学及び精神保健福祉学の専門知識をもち、人間援助の総合的アプローチとしてのカウンセ
リングの素養を身に付け、対人支援ができる能力を備えている。

○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

本学部では、教育学、芸術学、心理学それぞれの学科の教育課程の円滑な運用を通して、学科専
門科目、学部共通科目や発展科目など、さまざまな関連分野も含めた総合的・学際的な学びの場を
提供します。本学部の教育課程では、柔軟な思考と豊かな感性そして広い教養を備えた質の高い実
践的な職業人や教員が具備すべき能力を養います。さらに全学共通の基礎教育科目や全学年を貫き
取り組む就業力養成科目を通して、社会人基礎力や課題解決能力の醸成など現代社会が求める能力
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の修得を目指します。
カリキュラムの基本的な構成は次の4群です。
⑴ 幅広い教養と就職に必要な社会人基礎力を養成する科目群（全学共通科目・就業力養成科目）
⑵ 自己の専門的領域を深めるための学際的科目群（発展科目）
⑶ 自己の専門的志向を確認する基礎的な科目群（学部共通科目）
⑷ 各自の選択した専門領域を深める専門的な科目群（学科専門科目）

○アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

本学部では、未来を担うこどもたちの教育に関わり、地域社会のさまざまな文化・芸術活動の発
展に貢献し、人間理解と対人援助に力を注ぐ実践能力を身に付けたいと考える以下の人材を求めま
す。
⑴ 高等学校の教育課程を修得し、入学後の修学に必要な基礎学力を有している。
⑵ 教育学、芸術学、心理学に強い関心があり、自ら課題を見つけ能動的に学修して専門性を身に
付けようとする意欲がある。
⑶ 幼稚園教諭、小学校教諭、特別支援学校教諭、養護教諭、中学校・高等学校教諭（音楽・美
術）、保育士、学芸員、インテリアプランナー、建築士、認定心理士、福祉心理士、精神保健福
祉士、公認心理師、社会教育主事などの専門的職業人を目指している。
⑷ 幼児・児童・生徒の視点に立ち、豊かな人間性と柔軟な思考力をもち、高い専門性と実践力を
身に付け、教育現場で活躍したいという意欲がある。
⑸ 美術、メディアデザイン、インテリア建築、服飾美術、舞台芸術などの芸術分野に興味があ
り、芸術を通して成長し、創造性を活かして社会で活躍したいという意欲がある。
⑹ 自分自身の理解、自分を取り巻く他者の理解、人と人とのかかわり合いの理解について深め、
心理学と精神保健福祉学の専門知識を人々の人生をより豊かにするために活かしたいという意欲
がある。
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入学前後
（AP）

在学中
（CP）

卒業時・卒業後
（DP）

機関レベル
（大学）

入学試験
調査書
入学前学習支援プログラ
ム

GPA
休学率・退学率
単位取得状況

学位授与率
就職率・進学率
免許・資格取得率
卒業生調査

教育課程レベル
（学部・学科）

入学試験
調査書
入学前学習支援プログラム
アセスメントテスト

GPA
休学率・退学率
単位取得状況
アセスメントテスト
履修カルテ（教職課程履
修者対象）

学位授与率
就職率・進学率
免許・資格取得率
卒業生調査

科目レベル 成績評価
授業改善アンケート
履修カルテ（教職課程履
修者対象）

北翔大学・北翔大学短期大学部 アセスメント・ポリシー
アセスメント・ポリシーとは、学生の学修成果の評価（アセスメント）について、その目的、達成
すべき質的水準及び具体的実施方法などについて定めた方針です。

本学では、各学部で定める学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成方針（カリキュ
ラム・ポリシー）、入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）の3つのポリシーに基づき、
機関レベル、教育課程レベル（学部・学科）、科目レベルにおいて、学修成果を測定・評価します。
また、これらの結果に基づき、教育の質の点検・検証を行い、教育の継続的な改善を行います。
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